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2021 年 4 月 28 日 

各 位 
会 社 名 日 立 金 属 株 式 会 社 
代表者名 執行役会長 兼 執行役社長 

西山 光秋 
(コード番号 5486 東証第一部) 

問合わせ先 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 坪内 泉 
(TEL.03-6774-3077) 

 

剰余金の配当（無配）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、本日別途公表いたしました「株式会社 BCJ-52 によ

る当社株式に対する公開買付けの開始予定に係る賛同の意見表明及び応募推奨に関するお知

らせ」（以下「当社意見表明プレスリリース」といいます。）に記載のとおり、株式会社 BCJ-

52（以下「公開買付者」といいます。）による当社の普通株式（以下「当社株式」といいます。）

に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）が行われる予定であることを踏ま

えて、2021 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金の配当、2021 年 9 月 30 日（第 2 四半

期末）を基準日とする剰余金の配当及び 2022 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金の配

当を行わないことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

1．内容 

（1）2021 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金の配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

(2021 年 4 月 26 日公表) 

前期実績 

(2020 年 3 月期) 

基準日 2021 年 3 月 31 日 同左 2020 年 3 月 31 日 

1 株当たり配当金       0 円 00 銭 0 円 00 銭       13 円 00 銭 

配当金の総額 － － 5,558 百万円 

効力発生日 － － 2020 年 6 月 30 日 

配当原資 － － 利益剰余金 
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（2）2021 年 9 月 30 日（第 2 四半期末）を基準日とする剰余金の配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

(2021 年 4 月 26 日公表) 

前期実績 

(2021 年 3 月期) 

基準日 2021 年 9 月 30 日 同左 2020 年 9 月 30 日 

1 株当たり配当金       0 円 00 銭 未定       0 円 00 銭 

配当金の総額 － － － 

効力発生日 － － － 

配当原資 － － － 

 

（3）2022 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金の配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

(2021 年 4 月 26 日公表) 

前期実績 

(2021 年 3 月期) 

基準日 2022 年 3 月 31 日 同左 2021 年 3 月 31 日 

1 株当たり配当金       0 円 00 銭 未定       0 円 00 銭 

配当金の総額 － － － 

効力発生日 － － － 

配当原資 － － － 

 

2．理由 

当社は、本日開催の取締役会において、本公開買付けに関し、賛同の意見を表明するととも

に、当社の株主の皆様に対して、本公開買付けへの応募を推奨することを決議いたしました。 

なお、上記取締役会決議は、公開買付者が本公開買付け及びその後の一連の手続により当社

株式が上場廃止となる予定であることを前提として行われたものです。詳細については、本日

別途公表いたしました当社意見表明プレスリリースをご参照ください。 

当社は、剰余金の配当につきましては、顧客のニーズや技術の進化とグローバル化のなかで、

国際的な競争力を強化し、企業価値の増大を通じて、株主の皆様へ長期的かつ適正な利益還元

を行うことが会社の責務であるという認識のもと、中長期で成長することを主眼に経営環境、

将来の事業展開及び業績を総合的に勘案して株主の皆様への利益配分及び内部留保を決定す

ることを基本方針としておりましたが、本公開買付けにおける当社株式 1 株当たりの買付け

等の価格は 2021 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金の配当、2021 年 9 月 30 日（第 2

四半期末）を基準日とする剰余金の配当及び 2022 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金

の配当が行われないことを前提として総合的に判断・決定されていることから、2021 年 3 月

31 日（期末）を基準日とする剰余金の配当、2021 年 9 月 30 日（第 2 四半期末）を基準日とす

る剰余金の配当及び 2022 年 3 月 31 日（期末）を基準日とする剰余金の配当を行わないことを

決議いたしました。 

 

以 上 


